
































　本学における各事業からの環境負荷を、主要な物質ごとに

2010年度の総使用量及び2006年度から5カ年間の推移を記

載します。

　2009年度と比べて、食堂棟の増築、総合研究棟、病棟の改

修などにより空調面積が増加したため、電気・ガスなどの使用

量が増加しております。
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Asahikawa Medical University 2011

エネルギー・資源の使用量

事業活動に伴う
環境負荷低減への取り組み

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度

 建物改修に伴い、省エネルギー機器や人感センサー
などの導入、職員による巡回点検などをしています。し
かし増築工事などに伴う空調面積の増加、病院の患者
数の増加、新しい医療機器の導入などにより、電力の
使用量が増加しています。
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　電気と同様に、建物の改修工事の際には、省エネル
ギー機器の導入をしています。こちらも増築工事など
に伴う空調面積の増加、病院の患者数の増加、EHP
からGHPへの更新などにより、ガスの使用量が増加し
ています。
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　改修工事に伴い、節水機器の導入をしています。食
堂棟において床の洗浄をウエットからドライに替えた
こと、その他機器の更新の際に、冷却機器を水冷から
空冷に更新したことが、大きな節水につながったもの
と思っています。
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　本学のトイレなどの洗浄水には、井戸水を使用してい
ますので、下水道の使用量は上水より多くなっています。
　井戸水の使用量についても、節水機器の導入、冷却
機器を水冷から空冷に切り替えを行ったことが節水と
なり、使用量の削減になったと思います。
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　ガソリンの使用量につきましては、公用車・救急車の
運行距離は2009年度同様でしたが、エコ運転に努め
た結果、若干ですが減少しました。今後とも削減に努め
ていきます。
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　軽油につきましては、使用量が増加しております。
これは冬の降雪量が多く除雪車の出動回数が増えた
ためです。
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　感染性廃棄物については、2009年度と比べ若干
ですが減少傾向にあります。今後とも削減に努めてい
きたいと思います。

400,000

300,000

200,000

100,000

0

　非感染性廃棄物は増加しました。病院の廃棄物が
増加したためですが、患者数の増加などにより、ゴミも
増加したものと考えております。今後とも、ゴミの削
減・分別について努めていきたいと思います。
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　コピー用紙は、Ａ３・Ａ４・Ｂ４・Ｂ５の合計枚数です。両
面コピーや文書のスリム化により使用量は徐々にです
が減少傾向にあります。今後とも削減を続けていきた
いと思います。
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　建物改修に伴い、講座の移転の際に排出されたゴミ
の量が多く発生したためです。この一般廃棄物にリサ
イクルゴミの段ボール・雑誌・新聞等も含みます。
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